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地図２アクスム時代の遺跡
ｐｌｌ５）Anhay,Lesα"αc"ＳＥ肋jOPjBj0s,Paris，1990,(Ｆロ
よって部分的な発掘が行われはしたが。 海岸部も含め ontheRedSeaCoast：Thel987Season'',／ozJmaJq／Zｌｉｅ
A腕e戒α〃ＲＣＳ“冗力Ｃｅ"tFγｊ〃ＥとOp426,1989,127-166；ｉｄ.，
"Surveyofthe，AbuSha，ar(sjc)‐NneRoad",Ａ沈2河cα"ﾉＯ脚”αＪ
ｑ/Ａ7℃ﾉiago/理95,1991,571-622：SESidebotham,“Ports
oftheRedSeaandtheArabia-IndiaTrade"，ＶＢｅｇｌｅｙａｎｄ
ＲＤ､ＤｅＰｕｍａ（eds.),Ｒｏ腕ｃα"ｄ"｡f〔zfTyicA"c""tＳｍ
て周辺部のサーヴェイからやり直す必要があると感じ
ている4〕に
Ｔｍ庇,Madison,1991,12-38.
3）柘植洋一「アクスム（エチオピア北部）の遺跡につい
て｣，『金沢大学考古学紀要』，21,1994,159-168.
4）アドゥーリスについての詳細は，拙稿「アドゥーリス紀
功碑文の新解釈｣，『東西海上交流史研究』３，１９９４，７３－
１１４を参照されたい。そこにも記したように，カッスンは
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l）『エリユトウラー海案内記』，生活社，昭和21年（1993年
に中公文庫として復刊)。なおこの書の最も新しい訳註書
は，LCasson，ＴＡＣＰ"幼/fｨｓＭｔｚ病Ｅが仇mcj，Princeton，
1989で，『オリエント』33-2,1990,139-145頁に拙評が
ある。 『案内記』第４節の記事に照らして，当時のアドゥーリス
は現在知られている遺跡よりも北の，マッサワ湾に臨む付
近にあったのではないかと推測している。
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写真１エル・ヘイタの宿駅遺跡 写真２アブー・シャァルの砦内部
写真４リュサスのギリシャ語刻文写真３ワーディー・メニーフの岩室入口
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写真７アスマラの考古博物館 写真８アドゥーリスの遺構
